
　
そ
の
中
で
も「
筆
頭
」に
挙
げ
ら
れ
る

洋
館
の
ひ
と
つ
が
、
祇
園
の「
長
楽
館
」

（
明
治
42
年
、1
9
0
9
年
）で
し
ょ
う
。

　

命
名
は
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
、
伊

藤
博
文
。
そ
し
て
持
主
は
、
煙
草
王
と

呼
ば
れ
た
京
都
生
ま
れ
の
実
業
家
、
村

井
財
閥
を
興
し
た
村
井
吉
兵
衛
。
東
京

赤
坂
台
に
本
邸
を
移
し
た
村
井
が
故
郷

京
都
の
中
心
、
東
山
を
背
景
に
八
坂
神

社
近
い
祇
園
に
国
内
外
か
ら
の
賓
客
を

も
て
な
す
迎
賓
館
と
し
て
建
造
。
伊
藤

を
は
じ
め
大
隈
重
信
、
山
縣
有
朋
、
西

園
寺
公
望
な
ど
が
こ
こ
に
集
い
語
ら
い

ま
し
た
。

長楽館ロビーから2階、3階を望む。3階には書院造りの和室もある

長楽館ロビーの内部バルコニー。中央上部には伊藤博文命名の「長楽館」の扁額が

ピアノ
イリーナ・メジューエワ
ロシア出身。モスクワのグネーシ
ン音楽大学でウラジーミル・トロッ
プに師事。1992年、E.フリプセ国
際コンクール（ロッテルダム）優
勝。1997年からは日本を本拠地
としてコンサートやCD録音で活
躍。バロックから近・現代までの幅
広いレパートリーを誇る。2006
年度青山音楽賞。CD「ショパン：夜
想曲集」は2010年度レコードアカ
デミー賞（器楽曲部門）に輝く。著
書に『ピアノの名曲』と『ショパン
の名曲』（いずれも講談社現代新
書）。

ヴァイオリン
大谷康子
2025年にデビュー50周年を迎え
る。華のあるステージ、深く温かい
演奏は「歌うヴァイオリン」と評さ
れる。東京芸術大学、同大学院博
士課程修了。在学中よりソロ活動
を始め、これまでリサイタルはも
ちろん、NHK交響楽団、モスクワ・
フィルなど、国内外の著名オーケ
ストラとの共演多数。東京シティ・
フィル首席コンサートマスター、
東京交響楽団ソロコンサートマス
ターも務めた。CD多数。BSテレ
東「おんがく交差点」（土曜午前8
時）では落語家の春風亭小朝と司
会を務め、演奏も行う。文化庁「芸
術祭大賞」受賞。東京音楽大学教
授。元東京芸術大学客員教授。東
京芸大ジュニア・アカデミー特別
教授。練馬区文化振興協会理事
長。川崎市市民文化大使。高知県
観光特使。日本交響楽振興財団理
事。日本演奏連盟理事。

移
設
）、弘
前
昇
天
教
会
堂（
1
9
2
1
）

な
ど
は
、
今
も
指
定
文
化
財
と
し
て
そ

の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
在
日
45
年
、

1
9
2
5
年
11
月
25
日
、
東
京
明
石
町

の
聖
路
加
病
院
で
死
去
。
ま
さ
に
日
本
の

た
め
に
骨
を
埋
め
た
生
涯
で
し
た
。
現
ス

ペ
イ
ン
大
使
館
公
邸（
1
9
2
7
）や
現

オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
公
邸（
1
9
2
8
）は
、

そ
の
優
美
な
洋
館
建
築
と
し
て
良
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ガ
ー
デ
ィ

ナ
ー
設
計
事
務
所
の
弟
子
、
上
林
敬
吉
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

長
楽
館
に
は
、
僅
か
6
室
で
す
が
、

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
客
室
も
ご
ざ
い
ま

す
。
2
月
25
日
と
26
日
は
、
当
社
で
6

室
を
貸
し
切
り
ま
し
た
の
で
、
本
館
内

類
ま
れ
な
セ
ン
ス
に
溢
れ
た

和
洋
折
衷
の
美
の
空
間

　
長
楽
館
の
設
計
は
、建
築
家
、宣
教
師
、

教
育
者
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ガ
ー

デ
ィ
ナ
ー
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
学
び
、
米
国

聖
公
会
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
立
教

大
学
で
は
校
舎
を
建
設
し
た
に
と
ど
ま

ら
ず
、
教
職（
英
文
学
）、
校
長
ま
で
務

め
、
東
京
の
教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
て
、

退
任
後
は
家
族
と
共
に
日
本
に
留
ま
り
、

本
格
的
に
建
築
家
と
し
て
数
多
く
の
設

計
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

長
楽
館
を
は
じ
め
、
横
浜
山
手
の
有
名

な「
外
交
官
の
家
」（
1
9
1
0
）、
京
都

聖
ヨ
ハ
ネ
教
会（
1
9
0
7
、
明
治
村
に

の
暖
炉
も
素
敵
な
歴
史
的
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
の
優
雅
な
フ
レ
ン
チ
デ
ィ
ナ
ー
と
共

に
、
10
名
様
限
定
で
承
わ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

僅
か
54
名
様
の
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　
こ
の
た
び
は
、
こ
の
歴
史
的
洋
館「
長

楽
館
」新
館
バ
ン
ケ
ッ
ト
ラ
ウ
ン
ジ
で

の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
2
0
2
5
年
に
楽
壇
デ
ビ
ュ
ー
50
周

年
を
迎
え
る
名
手
大
谷
康
子
さ
ん
と
、

京
都
を
本
拠
に
活
躍
中
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

イ
リ
ー
ナ
・
メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ
さ
ん
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ

の
調
べ
を
、
い
つ
も
楽
し
い
大
谷
さ
ん

の
ト
ー
ク
も
交
え
て
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
お
客
様
は
せ
い
ぜ
い
50
名
様
ほ
ど
。

距
離
も
近
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

は
味
わ
え
な
い
至
近
で
の
音
楽
と
表

情
、
楽
器
の
指
づ
か
い
を
感
じ
ら
れ
る
、

い
つ
も
と
は
随
分
印
象
の
違
う
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
の
ひ
と
と
き
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
機
会
に
、
名
料
亭「
京

大
和
」、
延
暦
寺
大
書
院（
通
常
非
公

開
）、
そ
し
て
、
こ
の
時
季
限
定
の
非
公

開
文
化
財
の
特
別
公
開「
京
の
冬
の
旅
」

な
ど
を
織
り
込
み
ま
し
て
、
特
別
感
満

載
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
旅
に
仕
立
て
ま
し

た
。詳
し
く
は
、視
察
レ
ポ
ー
ト
と
共
に
、

次
か
ら
の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

名手大谷康子 楽壇デビュー50周年記念

明治の洋館が、時代を超えて
令和のヴァイオリンの名演を優しく包み込む

明治は遠くなりませぬ。

明
治
時
代
の
要
人
が
集
い
し

京
都
の
迎
賓
館「
長
楽
館
」

　

数
多
く
の
寺
社
が
ひ
し
め
く
京
都
で

す
が
、
気
を
つ
け
て
い
る
と
、
実
は
魅

力
的
な
洋
館
建
築
も
見
え
て
き
ま
す
。

京
都
は
明
治
維
新
の
主
舞
台
で
あ
っ
た

歴
史
背
景
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
中
で
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

主
に
英
米
か
ら
の
建
築
家
た
ち
が
手
が

け
た
官
公
庁
舎
、
教
会
堂
、
そ
し
て
個

人
邸
宅
に
至
る
モ
ダ
ン
な
西
洋
建
築
が

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
建
造
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

©奥村和泰

©日刊スポーツ

伊
藤
博
文
命
名「
長
楽
館
」で
の

特
別
で
優
雅
な
ひ
と
と
き

明治の洋館「長楽館」特別サロンコンサートと
祇園の名料亭「京大和」の旅 4日間

長楽館には幾つかのカフェスペース
があり、ルネサンス、ロココ、そして
アールヌーヴォーなど、ヨーロッパの
さまざまな様式で、部屋ごとに趣き
が異なるのも魅力です。コンサート
の前後に、ちょっとお寛ぎいただくの
もおすすめです。

ヴァイオリンの名手・大谷康子さんとピアニスト・イリーナさんが
楽しいトークも交えながら、クラシックの名曲の数々をお届けしま
す。大谷さんは名器ストラディヴァリウスを使用（公益財団法人日
本音楽財団より貸与予定）。

2月26日　長楽館特別サロンコンサート



比叡山の「大書院」

丘陵地にあり、眺望の良い「京大和」翠紅館

職人の技が光る繊細な料理 （イメージ）

（上）「京大和」翠紅館の入口／（下）翠紅館の広間

「フォションホテル京都」の最上階にあるレストラン「グラン カフェ フォション」にて夕食をご用
意しました（料理の写真は視察時のものです。実際のメニューとは異なります）

長楽館の「御成の間」

京大和の担当者（左）と柴尾祐樹（右）

こ
こ
に
し
か
な
い
味
を
！

京
都
と
パ
リ
の
美
味
し
い

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
表
現

　

パ
リ
発
祥
の
美
食
ブ
ラ
ン
ド「
フ
ォ

シ
ョ
ン
」に
よ
る
、
日
本
初
の
グ
ル
メ

ホ
テ
ル「
フ
ォ
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
京
都
」。

こ
の
た
び
は
最
上
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン「
グ
ラ
ン 

カ
フ
ェ 

フ
ォ
シ
ョ
ン
」に

て
夕
食
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
10
階
か

ら
見
渡
す
景
観
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
歴
史
あ
る
料
理
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
日
本
代
表
と
し
て
2
人
目

の
優
勝
者
と
な
っ
た
林
シ
ェ
フ
の
完
成

度
の
高
い
フ
レ
ン
チ
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い（
長
楽
館
宿
泊
の
方
は
、
長
楽

館
で
の
フ
レ
ン
チ
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
）。

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い

村
井
吉
兵
衛
2
つ
の
邸
宅
を

特
別
見
学

　

今
回
は
、
村
井
吉
兵
衛
の
2
つ
の
邸

宅
を
特
別
拝
観
し
ま
す
。
長
楽
館
本
館

3
階
で
は
、
東
洋
と
西
洋
の
文
化
が
融

合
し
た「
御
成
の
間
」、
和
柄
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
印
象
的
な
茶
室「
長
楽
庵
」

を
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

通
常
非
公
開
の
場
所
を
特
別
に
参
観
い

た
だ
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
東
京
赤
坂
山
王
台

か
ら
比
叡
山
延
暦
寺
内
に
移
築
さ
れ
た

村
井
吉
兵
衛
の
本
邸
で
あ
る
純
日
本
家

屋「
大
書
院
」。
木
曽
の
檜
を
中
心
と
し

た
資
材
を
用
い
て
建
て
ら
れ
た
純
日
本

式
の
建
築
で
、
設
計
は「
関
西
建
築
界
の

父
」と
呼
ば
れ
る
武
田
五
一
。
1
9
1
9

年
に
本
邸「
山
王
荘
」と
し
て
東
京
赤
坂

山
王
台
に
建
て
ら
れ
、
1
9
2
8
年
秋
、

昭
和
天
皇
の
ご
大
典
記
念
及
び
比
叡
山

開
創
1
1
5
0
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

そ
こ
は
幕
末
に
、

坂
本
龍
馬
、
桂
小
五
郎
、
三
条
実
美
、

久
坂
玄
瑞
ら
が
集
ま
っ
た
歴
史
の
舞
台

　

明
治
10
年
創
業
の
老
舗
料
亭「
京
大

和
」は
、
京
都
東
山
三
十
六
峰
の
麓
に
建

ち
、
お
庭
か
ら
は
八
坂
の
塔
を
は
じ
め

京
都
の
街
並
み
が
一
望
で
き
ま
す
。
建

■最少催行人員：12名様　■食事：朝食3回、昼食2回、夕食2回
■添乗員：京都駅ご集合時から京都駅での解散時まで同行します。
■ホテル：京都／京都東急ホテル（洋室）、長楽館（洋室）1名利用は2室までとなります。（長楽館宿泊プラン
2/25　1泊のみ）　■利用予定バス会社：近江鉄道バスまたは同等クラス

■最少催行人員：12名様　■食事：朝食3回、昼食3回、夕食2回
■添乗員：京都駅ご集合時から京都駅での解散時まで同行します。
■ホテル：琵琶湖・大津／びわ湖大津プリンスホテル（洋室）、京都／長楽館（洋室）1名利用は2室までとなり
ます。（長楽館宿泊プラン2/26　1泊のみ）　■利用予定バス会社：近江鉄道バスまたは同等クラス

A、Bコース共に限定54名様（2グループ）

ヴァイオリンの名手大谷康子デビュー50周年記念

明治の洋館「長楽館」
特別サロンコンサートと
祇園の名料亭「京大和」の旅
4日間

（お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金にて承ります）
（注）「長楽館」は全6室です。2名利用を基本とさせていただいており、1名ご利用は先着2名様とさせていただきます。

（注）「長楽館」は全6室です。2名利用を基本とさせていただいており、1名ご利用は先着2名様とさせていただきます。
（お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金にて承ります）

楽楽

サービス
お荷物

集合・日数・出発日 旅行代金

Aコース　【京都駅集合・4日間】 2月24日（月）
京都東急ホテル3泊  ¥228,000（1名室利用追加代金¥25,000）
長楽館 2月25日 1泊プラン （注）  ¥278,000（1名室利用追加代金¥115,000）

集合・日数・出発日 旅行代金

Bコース　【京都駅集合・4日間】 2月24日（月）
びわ湖大津プリンスホテル3泊  ¥238,000（1名室利用追加代金¥20,000）
長楽館 2月26日 1泊プラン （注）  ¥288,000（1名室利用追加代金¥110,000）

1
京都駅13：00B●西本願寺特別拝観（西本願寺の書院、経蔵をふくめ僧侶の特別
解説で巡ります。国宝の書院、御影堂、阿弥陀堂などもご覧ください）B京都東急
ホテル� （京都：京都東急ホテル泊）ssy

2

京都09：00発B●比叡山延暦寺（明治の実業家村井吉兵衛の本邸を移築して建て
られた非公開の大書院の特別拝観にご案内します。その後、根本中堂や大講堂を見
学し、精進料理の昼食)B坂本（ケーブルカーにて坂本へ。●西教寺を訪ねます）B
夕刻、フォションホテル京都にてフレンチの夕食（長楽館宿泊の方は長楽館にてフレ
ンチの夕食）� （京都：京都東急ホテルまたは長楽館泊）ahy

3

午前、自由行動です。
昼食は京都を代表する名料亭「京大和」にて懐石料理をご用意しました。
K長楽館特別サロンコンサート14：30開演（村井吉兵衛の京都別邸として建てられ
た洋館、長楽館にて大谷康子さんによる特別サロンコンサートをお楽しみください）
� （京都：京都東急ホテル泊）ahs

4
京都09：00B鹿苑寺特別公開（この時期本堂である方丈が特別公開されている
●鹿苑寺（金閣寺）へ）B京都駅13：00着� ass

ご自宅までお荷物を託送します。

1 京都駅12：00集合B●佐川美術館B大津・びわ湖大津プリンスホテル
� （琵琶湖・大津泊）ssy

2
大津B●石山寺（紫式部が源氏物語の着想を得たお寺です)B昼食は近江牛の名店、
松喜屋にてB●三井寺（僧侶の解説で非公開の国宝客殿の特別拝観）B大津
� （琵琶湖・大津泊）ahs

3

大津09：00発B●比叡山延暦寺（明治の実業家村井吉兵衛の本邸を移築して建て
られた非公開の大書院の特別拝観にご案内します。その後、根本中堂や大講堂を見
学し、精進料理の昼食)K長楽館特別サロンコンサート16：30開演（村井吉兵衛の
京都別邸として建てられた洋館、長楽館にて大谷康子さんによる特別サロンコンサート
をお楽しみください）Bフォションホテル京都にてフレンチの夕食（長楽館宿泊の方は
長楽館にてフレンチの夕食）B大津� （琵琶湖・大津/京都・長楽館泊）ahy

4
大津09：00発（○大津宿の散策。老舗の名店での買い物も楽しめます）（長楽館宿
泊の方は11時のチェックアウトまでごゆっくりお過ごしください）B昼食は京都を代
表する名料亭「京大和」にて懐石料理をご用意しましたB京都駅15：00着�ahs
ご自宅までお荷物を託送します。

■参考交通機関
往路 東京駅10：30発D京都駅12：44着　復路 京都駅13：21発D東京駅15：33着

■参考交通機関
往路 東京駅09：30発D京都駅11：44着　復路 京都駅15：21発D東京駅17：33着

そ
の
一
部
が
比
叡
山
延
暦
寺
内
に
移
築

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
延
暦
寺
の
迎
賓

館「
大
書
院
」と
し
て
そ
の
偉
容
を
誇
り

ま
す
。
普
段
は
非
公
開
の
延
暦
寺
大
書

院
を
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
特
別
に
見

学
い
た
だ
き
ま
す
。

京
都
祇
園
の
老
舗
料
亭「
京
大
和
」

著
名
人
に
愛
さ
れ
た
京
の
食
文
化
を
堪
能

　
視
察
レ
ポ
ー
ト

西
日
本
営
業
統
括 

大
阪・九
州
支
店
長
　
柴
尾
祐
樹

物
の
由
緒
は
さ
ら
に
古
く
、
江
戸
末
期

に
は
桂
小
五
郎
な
ど
各
藩
志
士
の
代
表

が
集
ま
る「
翠
紅
館
会
議
」が
催
さ
れ
た

歴
史
的
建
造
物
で
す
。

　

今
回
は
、「
京
大
和
」を
貸
し
切
り
、

京
都
の
伝
統
的
な
食
を
堪
能
で
き
る
名

店
で
の
昼
食
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。
創
業
以
来
、
四
季
折
々
の
新
鮮
な

食
材
を
使
用
し
、
職
人
の
技
が
光
る
繊

細
な
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

京
野
菜
や
旬
の
魚
を
活
か
し
た
懐
石
料

理
は
、
見
た
目
に
も
美
し
く
、
味
わ
い

深
い
一
品
ば
か
り
。
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
で
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を

受
け
な
が
ら
、
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。



ご旅行条件（抜粋） ●この書面は、旅行業法第12条の4に定める取引条件説明書面および同法第12条の5に定める契約書面の一部となります。
　別途交付する旅行条件書（全文）をお受け取りの上、必ずご確認いただいた上でお申し込みください。

1. 旅行のお申込み・予約・旅行契約の成立
（1）お申込みは、当社にて当社所定の旅行申込書に所定の事項

をご記入のうえ、申込金（40,000円又はパンフレットに明示
した場合はその額）を添えてお申込みいただきます。

（2）当社は、電話、ファクシミリ、インターネット、Eメールその
他の通信手段による旅行契約の予約を承ります。この場合、
旅行契約は、予約の時点では成立しておらず、当社が旅行
契約の締結を承諾した旨を通知した日の翌日から起算して3
日以内に申込書の提出と申込金のお支払いをしていただき
ます。この期間内に申込金のお支払いがなされない場合、
当社は、予約はなかったものとして取り扱います。

（3） 旅行契約は、当社が旅行契約の締結を承諾し、申込金を
受理した時に成立します。なお、お支払い対象旅行代金や、
申込金をクレジットカードを利用、自動引き落とし方法での
お支払い方法を選択されたお客様との旅行契約は、当社が
契約の締結を承諾する旨のメールがお客様に到達した時に
成立します。旅行契約は、当社が旅行契約の締結を承諾し、
申込金を受理した時に成立します。

2. 旅行代金のお支払い
旅行代金は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼって21
日目に当たる日より前にお支払いいただきます。旅行開始日
の前日から起算してさかのぼって21日目に当たる日以降にお

申込みの場合、旅行開始日前の当社が指定する期日までにお
支払いいただきます。

3. お支払い対象旅行代金
「お支払い対象旅行代金」とは、「旅行代金として表示した金額」
と「追加代金として表示した金額」の合計額をいいます。

4. 旅行代金に含まれるもの
（1）パンフレット等、当社ホームページの旅行日程に明示した次に掲げるも

のが含まれます。
① 運送機関の運賃・料金（パンフレット等に特に別途の記載がない限り、
航空機の場合はエコノミークラス、鉄道は普通車を利用します。）

② 送迎バス料金、都市間の移動に係るバス料金、観光に伴うバス料金
③ ホテル等の宿泊機関の宿泊料金及び税・サービス料金（パンフレット
等に特に別途の記載がない限り1部屋に2名で宿泊した場合を基準
にします。）

④ 食事の料金（機内食は除く。）及び税・サービス料金
⑤ その他パンフレット等において、旅行代金に含まれる旨を表示したもの

（2）前（1）に記載したものは、お客様の都合により一部利用されなくても
払戻しの対象外となります。

5. 旅行代金に含まれないもの
第4項の他は、旅行代金に含まれません。その一部を以下に例示いたします。
（１）超過手荷物料金（特定の重量・容量・個数を超える分について）
（２）クリーニング代、電話料、ホテルのボーイ・メイド等に対する心付けそ

の他の追加飲食等個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・サービス料金

（3）お１人部屋を使用される場合の「1室1名利用追加代金」
（4）ご希望者のみ参加されるオプショナルツアー（別途の小旅行）の料金
6. 取消料について
お客様は次に定める取消料をお支払いいただくことによりいつでも
旅行契約を解除することができます。

■各コース共通の旅行条件とご注意
■宿泊施設は特に明記してあるものを除きバスタブ・トイレ付きのお部屋です（大浴場などの施設がある場合、シャワーのみ、あるいはバスタブ・シャワーなしのお部屋となる場合
があります）。　■お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金にて承ります。その場合は洋室シングルルームまたは和室となります。　■旅行開始日の前日から起算して、さか
のぼって14日目にあたる日以降の現地合流、離団はお受けすることが出来ませんので、なるべく早めにお申し出ください。　■キャンセル料半額制度は国内旅行の場合適用外と
なります。ご注意ください。　■マークの説明　H=航空機　D=列車　B=バス　K=自動車　a=朝食　h=昼食　y=夕食　s=食事なし　●＝入場観光�◯＝下車観光　

旅行企画・実施
営業時間／月曜日～金曜日 午前9：30～午後5：30（土・日・祝は休業）

https://www.wastours.jp
旅行業公正取引協議会

旅行業公正取引
協 議 会 会 員一般社団法人日本旅行業協会正会員

ワールド航空 検 索WEBも
 どうぞ

※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関する責任者です。この旅行に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく上記の旅行業務取扱管理者におたずねください。 （株）ワールド航空サービス観光庁長官登録旅行業201号 

□ 東 京 支 店　TEL ： 03-3501-4111
　　　　　　　　　　　 東京都千代田区有楽町1-5-1 日比谷マリンビル 4階 〒100-0006 総合旅行業務取扱管理者 松﨑 浩
□ 大 阪 支 店　TEL ： 06-6343-0111
　　　　　　　　　　　 大阪市北区梅田1-1-3 大阪駅前第3ビル29階 〒530-0001 総合旅行業務取扱管理者 信濃 貴宣
□ 名古屋支店　TEL ： 052-252-2110
　　　　　　　　　　　 名古屋市中区栄3-14-7 RICCO栄8階 〒460-0008 総合旅行業務取扱管理者 柴﨑 範朗

□ 九 州 支 店　TEL ： 092-473-0111
　　　　　　　　　　　 福岡市博多区博多駅東2-5-28 博多偕成ビル2階 〒812-0013 総合旅行業務取扱管理者　木村 咲子
□ 札 幌 支 店　TEL ： 011-232-9111
　　　　　　　　　　　 札幌市中央区北1条西2-1 時計台ビル 5階 〒060-0001 総合旅行業務取扱管理者　真島 智
□ 藤 沢 支 店　TEL ： 0466-27-0111
　　　　　　　　　　　 神奈川県藤沢市藤沢484-1 藤沢アンバービル 3階 〒251-0052 総合旅行業務取扱管理者　近 博之

旅行契約の解除期日 取消料（お一人様）

旅行開始日の前日から起算してさかのぼ
って20日目（日帰り旅行にあっては10日
目）に当たる日以降8日目に当たる日まで
に解除するとき

旅行開始日の前日から起算してさかのぼ
って7日目に当たる日以降2日目に当た
る日までに解除するとき

旅行開始日の前日に解除するとき

当日（旅行開始前）に解除するとき

旅行開始後に解除するとき又は無連絡不
参加のとき

貸切船舶を利用するとき

お支払い対象旅行代金の20％

お支払い対象旅行代金の30％

お支払い対象旅行代金の40％

お支払い対象旅行代金の50％

お支払い対象旅行代金の100％

当該船舶に係る取消料規定による

ご旅行条件は、2024年11月1日現在の運賃・料金を基準としております。


